
第５節　橋津川改修期成同盟会

　前述のとおり、橋津川の改修等の陳情活動は、東郷湖漁業協同組合及び東郷湖周辺土地改良区が、中心となって行っていたが、昭和４２年に中小河川改修事業として、本格的に取り組まれることを契機に、事業促進のため新たな組織が作られることとなり、会員は、羽合、東郷両町の、町長、議会議長、担当常任委員長、農業委員会長、農業協同組合長、旅館組合長、観光協会長、沿岸及び湖面漁業協同組合長、土地改良区理事長、商工会長、その他関係者代表で結成し、昭和４３年４月１日に、橋津川改修促進期成同盟会として発足した。発足以来、足繁く促進のための陳情、要請を重ね、県と連携を保ちながら、関係者の理解、協力のための説明会、用地買収協力など積極的な取り組みを行った。特に昭和６２年１０月の台風１９号直後の上京陳情が県下初の河川激甚災害対策特別緊急事業に採択される足掛かりとなり歴史的大事業が早期に完成されることになったのである。

　陳情書は次のとおりである。


　　　陳　情　書

　　中小河川改修事業　橋津川改良事業の早期完成について


（要　旨）


　中小河川改修事業、橋津川改良工事の大巾な予算増額措置を講じていただき、１日も早い完成をお願いします。


（内　容）


　本事業は、昭和４２年度よりその対策の必要性をご認識いただき、鋭意促進にご高配を賜り、とくに本年度より河川改良の本工事にも着手をいただいて来ました。しかし、本年１０月１６日、１７日当地を襲った台風１９号による記録的な集中豪雨で東郷池が氾濫し、池周辺の居住住宅２，２００戸が浸水するなど、未曾有の被害を生じせしめました。

　この東郷池は、面積約４２０ha、その集水地域は５７．９㎢ありますが、これの排水路は曲折し、しかも川幅２５mに満たない橋津川のみです。加えて海との高低差がなく、平常時でも満水状態であり、少しの降水量でもあふれる危険性を内蔵しておりました。今回の降水量をみますと、総降水量３５７　、時間最大降水量７８　という雨にはとうてい耐えられない状態でした。これの根本的な原因は、橋津川の排水能力を超えた上流からの大洪水です。この大災害を二度と再びくり返さないためにも１日も早い河道改良の完成することが最高の対策であります。早期完成は、羽合町、東郷町町民の切なる願いでございますので、是非ともご理解賜りたく、この段強く陳情申し上げます。

　　昭和６２年１０月３０日


　　　橋津川改修促進期成同盟会


　　　　　会長　羽合町長　湯　村　良　章　印


　　　　　副会長東郷町長　前　田　正　恭　印
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